
１．金融再生法開示債権（単体）

２．単体自己資本比率（新ＢＩＳ基準適用）

３．主要勘定の状況

４．有価証券等時価情報

取得価格 時価 評価損益 取得価格 時価 評価損益

0 0 0 0 0 0
8,046 7,138 ▲ 908 7,552 6,877 ▲ 675
8,046 7,138 ▲ 908 7,552 6,877 ▲ 675

　
１．７月末の有価証券の時価は７月末日における市場価格に基づく時価としています。
２．取得価格は償却原価法適用前、減損処理前のものです。

ＪＡ岩井半期開示ディスクロージャー

令和７年上半期

（単位:百万円）

債権区分 令和７年７月末 令和７年１月末 増減

破産更生債権および
これらに準ずる債権 0 0 0

危険債権 14 24 ▲ 10

令和７年７月末 令和７年１月末

要管理債権 0 0 0
正常債権 9,863 9,894 ▲ 31

合　　計 9,878 9,919 ▲ 41
注）単位未満の端数は切り捨てて表示しております。よって合計額等が一致しない場合があります。

21.26% 19.68%
注）単位未満の端数は切り捨てて表示しております。

（単位:百万円）

令和７年７月末 令和７年１月末 令和６年７月末

貯  　金 69,553 70,110 70,706
貸 出 金 9,874 9,914 10,001
預  　金 51,406 51,647 53,174
有価証券 7,138 6,877 6,609

満期保有目的

そ の 他

合　　計
注）単位未満の端数は切り捨てて表示しております。よって合計額等が一致しない場合があります。

注）単位未満の端数は切り捨てて表示しております。

（単位:百万円）

種　　類 令和７年７月末 令和７年１月末



 

５ 地域貢献活動 

 

 

 
① 地域貢献の全般に関する事項 

当組合は、組合員・利用者・地域の皆さまにご満足いただけるよう、きめ細かなサ

ービスを提供し、地域の一員として農業の発展と健康で豊かな地域社会の実現に向け

た事業活動を展開しています。 

ＪＡの強みである総合事業を通じた各種金融機能・サービス等を提供するだけでな

く、地域の協同組合として「農業と食・国消国産への理解醸成」「次世代との接点づ

くり」「地域の仲間づくり支援」「高齢化社会に対応した健康増進」「こころ豊かな

生活の実現」など、農業や助け合いを通じた社会貢献に努めています。 

また、顧問税理士による無料税務相談窓口の開設（毎週金曜日）、ＪＡまつり開催

による地域住民とのふれあい、大規模自然災害等の非常事態に備えた地域防災拠点と

しての責務を果たし、地域社会や組合員の皆さまのお役に立てるよう努力いたします。 

 

②  地域からの資金調達の状況 

地域の皆さまの着実な資産づくりに貢献するため、ＪＡらしさを意識した商品、安

全・安心な金融サービスの提供に努めています。 

当ＪＡにて公的年金受取りや新たに公的年金受取り手続きされた方を対象とした

年金受取定期貯金、農業生産者を対象とした販売代金専用定期貯金、ＪAに新たにお

預けいただくニューマネー定期貯金、相続により取得した預貯金等を資金とする相続

定期貯金など、利用者にあわせた各種貯金を取り扱っています。 

 

③  地域への資金供給の状況 

 農業をはじめとした地域経済の活性化に役立てるため、円滑な資金供給を行うことで

地域社会に還元しています。農業者の経営ビジョン達成に向けた農業資金、地域の皆さ

まの「夢」を実現するための資金として住宅ローンやマイカーローンなどの商品を提供

しています。  

また、エネルギー価格や輸送・製造コスト上昇に伴う生産資材・肥料価格の高騰対策

として資金繰りのご相談などに対応しています。 

 

④ 文化的・社会的貢献に関する事項 

地域社会の一員であり、地域の協同組合として各種行事や催し物への参画、更には１

支店１事業活動をはじめとするコミュニティふれあい活動や助け合い活動を通じて

社会貢献に努めています。 

 具体的には、フードバンク茨城「子ども応援プロジェクト」を通じた学校給食のない長

期休暇前の子どもたちへの食の支援、坂東市社会福祉協議会を通じた子ども食堂応援募金、

地域イベントへの特産物提供を行っています。 

地域社会とのふれあいを大切に豊かな社会づくりを展開します 



 
◇環境にやさしい農業の実践と安全な農産物づくり 

  農家の使用済み農業用ビニール、ポリオレフィンなどの産業廃棄物の適正回収・処

理活動に協力し、持続可能でよりよい世界を目指す国際的な開発目標（ＳＤＧs）に

取組んでいます。 

   また、主食である米の消費拡大・耕作放棄地の有効活用を図るためにガ－ルスカウ

トとの田植え・稲刈り体験の実施、地域イベントや全国各地の量販店・スーパーに出

向いて特産野菜の宣伝活動、消費者の安全・安心・新鮮な農産物志向に応えるための

栽培管理台帳記帳と生産履歴の明確化などを図っています。 

 

◇高齢者の健康サポートと福祉活動 

   年金受給者の活動の場としてＪＡ岩井年金友の会を組織し、グラウンドゴルフ大会

やボウリング大会、親睦旅行、趣味の活動等を通して地域の皆さまの健康増進と生き

がいある生活を目指した組織活動の充実に努めています。 

令和５年からはゴルフ大会も開催し、会員同士の更なる親睦と交流、新たな会員の

加入促進を図っています。 

また、高齢化社会に対応する事業として、介護支援専門員による介護相談やケアプ

ランの作成、委託による食材宅配に対応しています。 

 

◇次世代への「食農教育」の支援 

坂東市教育委員会を通じて、管内の小学校９校へ補助教材「農業とわたしたちの

くらし」を寄贈しました。野菜づくりや集出荷・流通のしくみなどが分かりやすく

記載されており、岩井の産業として重要な位置を占める農業に対して理解を深めて

います。 

また、ＪＡ各店舗や予冷センター見学を通して、野菜づくりや野菜・米の集出荷の

現状を学んでいます。 

   農業体験を通じた活動では、青年部・食育研究会とＪＡが連携し市内小学生を対

象とした野菜づくり体験、ＪＡ職員が「野菜博士」に扮した出前授業の実施など、

未来を担う子どもたちに地域農業と食の大切さを伝えています。 

（具体的な活動内容） 

●七重小学校５年生…レタス播種・定植・収穫体験 

トウモロコシ定植・収穫体験・試食会 

●長須小学校５年生…レタス定植・播種体験 

●岩井第一小学校１・２年生…サツマイモ定植・収穫体験 

●岩井第一小学校５年生…レタス定植・収穫体験 

●中川小学校３年生…レタスに関する出前授業 

●飯嶋小学校３年生…レタスに関する出前授業 
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